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第１学年 家庭科学習指導案
日 時 平成１６年９月２９日（水）５校時
場 所 桜町中学校

（ 、 、 ）学 級 １年 Ａ組 男２１名 女１９名 計４０名
指導者 教諭 畠山尚子

１ 題材名 「衣服の選択と手入れ」

２ 題材について
（１）生徒観

日常生活において、衣服に関心を持っている生徒は少ない。せいぜいファ
ッションに関心を持っている女生徒が数人いるだけである。また、衣服の手
入れに関して はほとんどが親任せである。日常着の手入れというと、ほと
んどの生徒が洗濯を想 起するが、日常的に洗濯をしている生徒はほんのわ
ずかである。また、ほころびを 直すことやアイロンがけ、ブラシかけなど
はほとんど考えていないのが現状である。繊維の種類についてもあまり意識
していない。小学校ではボタン付けを習ってきているが、半数以上がその付
け方を忘れている。
実習や作業を面倒がる男子生徒はいるが、取り組み始めると意外に興味・

関心を持って行っている。

（２）教材観
今や身の回りの物、身につけているもののほとんどが既成のものである。

そのような中で衣生活の自立につながることとして考えられるのは、自分ら
しさを大切にしながら、その場に応じたよりよい選択と適切な衣服の管理で
ある。特にも、衣服材料や汚れの度合いに応じた適切な手入れと補修は、衣
服を大切に着ようとする心を養うことができると考える。

（３）指導観（指導の構想）
生徒の多くは日常着の選択には少々関心を持っているが、手入れとなると

ほとんど関心を持たずに生活している。そこで、家庭での調査活動を取り入
れながら、興味・関心を持たせ、授業の中では実習を多く取り入れ、いろい
ろなことを体験させるようにしている。
日常着の補修では、なみ縫い、返し縫い、ボタン付けなど、小学校で習っ

てきたことをもう一度繰り返すことによって基礎・基本を定着させるととも
に、ほころび直しの方法としてまつり縫いを加えている。
洗濯については、洗濯の時だけではなく、調理実習や住まいの清掃に関す

る題材でも取り上げながら、環境に配慮した使い方という観点を大切にして
用途に応じた適切な使用方法を身につけさせたい。

３． 題材目標及び評価規準

関心・意欲・態度 工夫・創造 技 能 知識・理解

・衣生活と社会生活とのかかわりを考え、目的に応じた着用や個性を生かす着用を工夫できる題材の
こと目標
・日常着の計画的な活用を考え、適切な選択ができること

・衣服材料に応じた日常着の適切な手入れと補修ができること

衣服の着用 選択 衣服の着用 選択 衣服の着用 選択 衣服の着用、選択、評価規準 、 、 、 、 、 、

手入れについて、関 手入れについて課題 手入れに関する基礎 手入れに関する基礎

心を持って学習活動 を見つけ、その解決 的な技術を身につけ 的な知識を身につけ

に取り組み、衣生活 を目指して工夫して ている。 ている。

をよりよくしようと いる。

している。
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４ 題材の指導・評価計画（時間扱い）

時 評 価 規 準
数 学習活動

関心・意欲・態度 工夫・創造 技 能 知識・理解

衣服と社会生活 衣服と社会生活 目的に応じた着 衣服の社会生活上１
とのかかわり とのかかわりに関 用や個性を生かす の機能について理解

心を持ち、時・場 着用について考え している、

所・場合に応じた 工夫している

衣服を着用しよう

としている

日常着の選択 日常着の計画的 日常着の計画的 伊勢衣服の表 既製服の表示と選１
な活用に関心を持 な活用について考 示や縫製などに 択にあたっての留意

ち、適切に選択し え工夫している ついて調べ、適 事項について理解し

ようとしている 切に選択できる ている

衣服材料 衣服材料につい 衣服材料について１
て関心を持って学 理解している

習に取り組んでい

る

日常着の補修 衣服材料に応じ 補修の目的と 日常着の手入れ、３
た日常着の手入れ 布地に適した方 補修の目的と日常着

について、関心を 法で衣服を補修 に提起した衣服の補

持って学習活動に することができ 修方法を理解してい

取り組んでいる る る

日常着の洗濯 衣服材料に適し 衣服材料や汚 衣服材料に応じた２
、 、た洗剤の種類、使 れの度合いに応 洗剤の種類 使用量

用量、洗剤のはた じた手入れがで 洗剤のはたらき、電本
らき、洗濯機を用 きる 気洗濯機をを用いた時
いた洗濯の方法に 洗濯の方法と特徴を

ついて関心を持っ 理解している１
て学習活動に取り／
組んでいる２

環境に配慮し 環境に配慮した 環境に配慮した 環境に配慮し 環境に配慮した生２
た生活 生活について関心 生活について課題 た生活について 活について理解して

を持って学習活動 を見つけ、その解 調査したり、発 いる

に取り組んでいる 決を目指して工夫 表することがで

している きる

５ 本時の指導（７／１０）
（１）授業の構想

汚れのついたＴシャツを提示することにより、洗濯の必要性を意識させる
とともに、家庭にある洗剤を調べさせ、普段何気なく使っている洗剤に関
心を持たせる。また、洗剤のはたらきを、実験を通して理解させる。

（２）目 標
・実験に積極的に取り組み、洗剤のはたらきを知る。

（３）具体の評価規準

：十分満足できる Ｂ：おおむね満足で Ｃ：努力を要する生評価場面 A
きる 徒への具体的手だて

洗剤のはたらきに 友人に声をかけな 実験に取り組み、 実験方法などを確
ついて関心を持っ がら実験に取り組 洗剤のはたらきを知 認させるなど、声が
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て実験に取り組ん み、洗剤のはたらき ろうとしている けを行う
でいる を知ろうとしている
（関・意）

洗剤のはたらき 洗剤の４つの作用に 洗剤の４つの作用 実験結果やそのま
を理解している ついて理解し、説明 を理解している とめを振りかえさせ

できる る生徒間の教え合い
を促す

（４）展開

評価規準・方法学習活動 教師の指導・援助

○衣服について汚れを視覚的に ・汚れたＴシャツにﾆﾝﾋﾄﾞﾘﾝ液をつ
導 意識する けて汚れを浮き上がらせたものを

提示する

○汚れていて困ることを考え、 ・汚れていて困ることはどんなこと
洗濯の必要性を意識する か発問する
・着られない
・汚い

○汚れを取るための方法を意識 ・汚れを取るためにはどうするか、
する 発問する
・水洗い、お湯洗い

入 ・洗剤
・手もみ洗い、洗濯機

洗剤の性質を考えて
汚れを落とそう

１．洗剤のはたらきを実験を通 洗剤のはた
して調べる。 らきについ

・①～③の実験は、一つ一つ教師が て関心を持
展 ①油を入れてかき混ぜる 師範してからすすめさせ、観察、 記 って実験に

②すす（固体）を入れてかき 録させる。 取り組んで
混ぜる いる（関・

③布への汚れの付き方を調べ ・④の実験は少し難しいので、教師 意）
る が行い、観察、記録させる

学習プリント④布へのしみこみ方を観察す
る

２．実験結果からわかることを ・実験の結果からわかることをまと
発表する めさせ発表させる

開 ３．実験結果からわかる洗剤の ・実験結果からわかる洗剤のはたら ・洗剤のは
はたらきをまとめる きをまとめ、説明する たらきを理

解している
①乳化作用 （知・理）
②分散作用
③再付着防止作用
④浸透作用

４．汚れが落ちるプロセスを知 ・洗剤の４つの作用のかかわりで汚
る れが落ちるプロセスを説明する

学習プリント終 自己評価を行う
結 洗剤の種類について考える ・実物の洗剤と洗剤のラベルを提示

し、洗剤の種類についてふれる（石け
ん、合成洗剤、複合石けん）
・洗剤の正しい使い方（洗剤の量）を
発問し、次時につなげる
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学習プリント（日常着の手入れ）

１年 組 氏名

学習課題

１．洗剤のはたらきを調べよう

《 実験結果 》

水 洗 剤 液 実験結果からわかること

① 油を入れて

かき混ぜた時

②すす（固体）

を入れてかき

混ぜた時

②布への

汚れの付き方

③ 布への

しみこみ方

《 実験結果からわかる 洗剤のはたらき》

①のはたらき 作用

②のはたらき 作用

③のはたらき 作用

④のはたらき 作用
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実験方法

① 水に、 「ごま油」をスプーン２杯入れ、はしでかき混ぜる。

洗剤液に 「ごま油」をスプーン２杯入れ、はしでかき混ぜる。、

↓

を観察し、記録する「ごま油」の様子

② 水に、 「すす」を入れ、はしでかき混ぜる

洗剤液に 「すす」を入れ、はしでかき混ぜる、

↓

を観察し、記録する「すす」の様子

③ ②のそれぞれのビーカーに 「白い布」を半分だけ入れ、引き上げる、

↓

を観察し、記録する布についたすすの様子

④ 水を一滴 布に落とす →それぞれの

洗剤液を一滴 布に落とす を観察し、記録するしみこみ具合

【自己評価】

・洗剤のはたらきについて関心をもってって実験に取り組みましたか

はい ほとんど もうすこし いいえ

・ はい ほとんど もうすこし いいえ洗剤のはたらきがわかりましたか

【感 想】




